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R07a 「あかり」による近傍渦巻銀河内における Kennicutt-Schmidt law の研究
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Kennicutt-Schmidt law は、銀河毎に対して、ガス量と星形成率との間に冪乗の関係が成り立つ。その冪 N は
N =1−2を示し、normal spiral galaxy 間では N ∼ 2、star burst galaxy 間ではN ∼ 1を示す傾向が見受けられ
る。こうした冪の違いの可能性として、星形成の物理過程の違いが挙げられる。より詳細な議論を行うためには、銀
河内の様々な場所でのキロパーセクスケールの領域に対して、生成した星の量とガス量の関係を調べる必要がある。

M101 と M81 は、可視光でのサイズが 10分角以上の大きな渦巻銀河であり、発達した渦巻腕や活発な星形成領
域を有するため、本研究に最適な近傍銀河である。赤外線天文衛星「あかり」の遠赤外線撮像観測によって、一般
星間輻射場によって暖められている cold dust と、星形成領域近傍の輻射場によって暖められている warm dust の
空間分布を調べた。そして、様々な場所でのキロパーセクスケールの領域において、cold dust 量, warm dust 量か
ら、それぞれ、ガス量と生成した星の量を推定した。

銀河内において Kennicutt-Schmidt law を調べた結果、M101, M81ともに、渦巻腕上ではN ∼ 2の冪乗の関係
を示した。さらに、M101銀河の外縁部に存在する活発な巨大星形成領域に対しては N ∼ 1 となり、銀河内で場所
によって冪が異ることを明らかにした。こうした結果に基づいて、解釈可能な星形成の物理的背景を議論する。


